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  （百万円未満切捨て）

１．2021年３月期の連結業績（2020年４月１日～2021年３月31日） 

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年３月期 50,533 △4.8 6,399 △0.7 6,742 △3.6 4,600 △2.3 

2020年３月期 53,073 0.5 6,442 △11.5 6,996 △7.1 4,709 △7.1 
 
（注）包括利益 2021年３月期 5,113 百万円 （16.3％）   2020年３月期 4,398 百万円 （△4.8％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2021年３月期 89.74 － 8.8 10.0 12.7 

2020年３月期 91.00 － 9.5 10.5 12.1 
 
（参考）持分法投資損益 2021年３月期 － 百万円   2020年３月期 － 百万円 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2021年３月期 68,920 54,365 78.3 1,053.19 

2020年３月期 66,324 50,783 76.0 983.89 
 
（参考）自己資本 2021年３月期 53,999 百万円   2020年３月期 50,439 百万円 

 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

2021年３月期 5,165 △532 △1,469 22,471 

2020年３月期 915 200 △2,376 19,381 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2020年３月期 － 10.00 － 20.00 30.00 1,546 33.0 3.1 
2021年３月期 － 10.00 － 20.00 30.00 1,542 33.4 2.9 
2022年３月期（予
想） 

－ 10.00 － 14.00 24.00   32.0   

 
３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 24,000 2.4 2,350 △3.2 2,450 △5.4 1,650 △5.5 32.18 

通期 52,000 2.9 5,500 △14.1 5,700 △15.5 3,850 △16.3 75.09 

 



※  注記事項 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年３月期 59,386,718 株 2020年３月期 59,386,718 株 

②  期末自己株式数 2021年３月期 8,114,323 株 2020年３月期 8,121,256 株 

③  期中平均株式数 2021年３月期 51,270,094 株 2020年３月期 51,754,169 株 

（注）１.１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、添付資料15ページ「３．連結財務諸表及び主な注記

（５）連結財務諸表に関する注記事項（１株当たり情報）」をご覧ください。 

２.期末自己株式数には役員向け株式交付信託が保有する当社株式を含めて記載しております。また、期中平均株式数の算定に当

たり、その計算において控除する自己株式に、役員向け株式交付信託が保有する当社株式を含めております。 

 

（参考）個別業績の概要 

１．2021年３月期の個別業績（2020年４月１日～2021年３月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年３月期 37,215 △0.7 5,322 10.2 5,988 4.0 4,143 2.9 

2020年３月期 37,470 △1.3 4,831 △13.6 5,758 △3.0 4,027 0.4 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

2021年３月期 80.82 － 

2020年３月期 77.83 － 

 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2021年３月期 51,676 42,141 81.5 821.90 

2020年３月期 48,493 39,095 80.6 762.61 
 
（参考）自己資本 2021年３月期 42,141 百万円   2020年３月期 39,095 百万円 

 
２．2022年３月期の個別業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 18,000 6.1 2,250 11.0 2,500 0.3 1,700 △4.3 33.16 

通期 38,000 2.1 5,000 △6.1 5,550 △7.3 3,750 △9.5 73.14 

 
※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営

成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

①当連結会計年度の概況 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の流行により人や物の動きが大きく制限され、

国内外における企業活動は多大な影響を受け、先行きの見通しがつかない状況が続きました。海外経済の持ち直しに

より輸出や生産活動が拡大するなど、一部においては景況感の改善がみられるものの、感染拡大の収束時期は未だ予

測できず、経済政策の不確実性は高まり、世界経済に深刻な影響を及ぼすことが懸念されます。

 このような経済状況のもと、当社グループの当連結会計年度の受注高は、ボイラ事業の新設案件受注が増加し、建

設工事事業も国内外において堅調であったことにより、49,581百万円（前年同期比4.4％増）の計上となりました。

売上高は、建設工事事業は堅調に推移したものの、ボイラ事業については減少し、50,533百万円（同4.8％減）の計

上となりました。

 なお、利益面につきましては、売上高の減少等により、営業利益は6,399百万円（前年同期比0.7％減）、経常利益

は6,742百万円（同3.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は4,600百万円（同2.3％減）の計上となりました。

②当連結会計年度のセグメント別の概況 

〔建設工事事業〕 

 国内メンテナンス工事等が堅調に推移したこと等により、売上高は45,518百万円（前年同期比0.1％増）の計上と

なりました。また、人手不足等による影響が懸念されるなかコスト抑制に努めました結果、セグメント利益は6,232

百万円（同6.9％増）の計上となりました。 

〔ボイラ事業〕 

 国内における大型案件の進捗が減少したこと等により、売上高は5,014百万円（前年同期比34.0％減）、セグメン

ト利益は156百万円（同74.1％減）の計上にとどまりました。

③今後の見通し 

 今後の見通しにつきましては、国内外経済に影響を与えうる不確定な要素が多い中、新型コロナウイルス感染症の

流行が経済活動へ影響を及ぼしており、今後も予断を許さない状況が続くことが予想されます。当社事業環境におい

ても、労務情勢の変化、仕入れの困難化、営業案件の中止や延期等、同感染症拡大が与えうる影響を注視していく必

要があります。 

 現時点において、次期の連結業績につきましては、売上高52,000百万円、営業利益5,500百万円、経常利益5,700百

万円、親会社株主に帰属する当期純利益3,850百万円を見込んでおります。また、次期の個別業績につきましては、

売上高38,000百万円、営業利益5,000百万円、経常利益5,550百万円、当期純利益3,750百万円を見込んでおります。

 

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度の概況 

①資産・負債及び純資産の状況

 当連結会計年度末における総資産は、68,920百万円となり、前連結会計年度末と比べ2,596百万円増加いたしまし

た。

 資産の部は、流動資産は47,428百万円となり、前連結会計年度末と比べ2,210百万円増加いたしました。主な要因

は現金預金の増加3,092百万円、受取手形の増加821百万円、電子記録債権の減少1,034百万円、完成工事未収入金の

減少576百万円であります。固定資産は21,491百万円となり、前連結会計年度末と比べ385百万円増加いたしました。

主な要因は投資有価証券の増加643百万円、繰延税金資産の減少193百万円であります。

 

 負債の部は、流動負債は10,153百万円となり、前連結会計年度末と比べ1,594百万円減少いたしました。主な要因

は未成工事受入金の増加435百万円、未払法人税等の増加201百万円、支払手形の減少1,412百万円、短期借入金の減

少650百万円であります。固定負債は4,401百万円となり、前連結会計年度末と比べ608百万円増加いたしました。主

な要因は、長期借入金の増加710百万円、退職給付に係る負債の減少295百万円であります。この結果、負債合計は

14,555百万円となり、前連結会計年度末と比べ985百万円減少いたしました。

 

 純資産の部は54,365百万円となり、前連結会計年度末と比較して3,582百万円増加いたしました。主な要因は親会

社株主に帰属する当期純利益の計上による増加4,600百万円、剰余金の配当による減少1,542百万円であります。

 この結果、自己資本比率は78.3％（前連結会計年度末は76.0％）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況                              （単位：百万円） 

  前期末 当期末 増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 915 5,165 4,250

投資活動によるキャッシュ・フロー 200 △532 △733

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,376 △1,469 906

現金及び現金同等物の期末残高 19,381 22,471 3,090

 営業活動による資金は、5,165百万円の増加（前年同期は915百万円の増加）となりました。

 主な増加要因は、税金等調整前当期純利益6,742百万円、減価償却費810百万円であり、主な減少要因は、法人税等

の支払額1,978百万円、仕入債務の減少額1,792百万円であります。

投資活動による資金は、532百万円の減少（前年同期は200百万円の増加）となりました。

 主な増加要因は、定期預金の払戻による収入307百万円であり、主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出

788百万円、投資有価証券の取得による支出308百万円であります。

 財務活動による資金は、1,469百万円の減少（前年同期は2,376百万円の減少）となりました。

 主な増加要因は、長期借入れによる収入800百万円であり、主な減少要因は、配当金の支払額1,541百万円、長期借

入金の返済による支出740百万円であります。

 以上の結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、前連結会計年度末より3,090百万円増加して22,471

百万円となりました。

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 

自己資本比率（％） 70.8 71.8 72.7 76.0 78.3

時価ベースの自己資本比率

（％）
57.0 59.7 58.6 56.7 57.7

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年）
2.8 0.1 0.3 1.0 0.2

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍）
43.3 1,298.4 173.8 164.1 1,070.1

（注）自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。 

※営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。 

※利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

※営業キャッシュ・フローがマイナスとなった期につきましては、「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」及び「インタレス

ト・カバレッジ・レシオ」を記載しておりません。 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は収益力の向上を図りながら、健全な財務体質を維持していくことが企業価値の拡大に繋がると考えておりま

す。利益配分の基本方針につきましては、経営の最重要課題と位置づけ、安定配当である１株当たり12円または業績

に対応するものとして配当性向が30％程度の何れか高い方とすることを目標としております。

 また、キャッシュ・フロー、資本効率等を総合的に勘案しながら、自己株式の取得を弾力的に実施する方針です。

 当期の配当金につきましては、１株につき30円（中間期１株につき10円、期末１株につき20円）とさせていただき

ます。

 次期の配当金につきましては、上記基本方針のとおり、１株につき年間24円を予定しております。

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

 なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び諸情勢を考慮しながら、国際会計基準の適用について検討を

進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当連結会計年度 
(2021年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 19,391 22,484 

受取手形 1,351 2,173 

電子記録債権 2,724 1,689 

完成工事未収入金 18,864 18,288 

有価証券 300 400 

未成工事支出金 1,602 1,655 

商品及び製品 230 251 

原材料及び貯蔵品 444 166 

その他 359 339 

貸倒引当金 △50 △20 

流動資産合計 45,218 47,428 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 9,967 10,031 

機械・運搬具 4,780 4,805 

土地 11,160 11,150 

その他 1,384 2,037 

減価償却累計額 △11,959 △12,589 

有形固定資産合計 15,333 15,436 

無形固定資産 67 86 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,849 3,492 

投資不動産 2,099 2,053 

退職給付に係る資産 24 31 

繰延税金資産 239 45 

その他 530 432 

貸倒引当金 △37 △86 

投資その他の資産合計 5,705 5,969 

固定資産合計 21,106 21,491 

資産合計 66,324 68,920 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当連結会計年度 
(2021年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 2,630 1,217 

電子記録債務 960 859 

工事未払金 3,879 3,733 

買掛金 554 405 

短期借入金 710 60 

未払法人税等 1,059 1,261 

未成工事受入金 125 560 

賞与引当金 434 432 

役員賞与引当金 83 82 

完成工事補償引当金 29 74 

工事損失引当金 6 － 

その他 1,273 1,465 

流動負債合計 11,747 10,153 

固定負債    

長期借入金 250 960 

退職給付に係る負債 631 336 

役員退職慰労引当金 145 163 

役員株式給付引当金 46 75 

繰延税金負債 1,808 1,886 

再評価に係る繰延税金負債 483 483 

資産除去債務 16 16 

その他 411 480 

固定負債合計 3,793 4,401 

負債合計 15,540 14,555 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,889 6,889 

資本剰余金 1,179 1,179 

利益剰余金 44,058 47,116 

自己株式 △3,350 △3,345 

株主資本合計 48,776 51,840 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 440 896 

土地再評価差額金 958 958 

為替換算調整勘定 352 240 

退職給付に係る調整累計額 △88 63 

その他の包括利益累計額合計 1,662 2,158 

非支配株主持分 344 366 

純資産合計 50,783 54,365 

負債純資産合計 66,324 68,920 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

完成工事高 53,073 50,533 

完成工事原価 42,016 39,633 

完成工事総利益 11,057 10,899 

販売費及び一般管理費 4,614 4,500 

営業利益 6,442 6,399 

営業外収益    

受取利息 51 24 

受取配当金 95 96 

不動産賃貸料 247 255 

為替差益 1 - 

投資事業組合運用益 161 75 

貸倒引当金戻入額 51 27 

その他 179 127 

営業外収益合計 790 607 

営業外費用    

支払利息 5 4 

不動産賃貸原価 146 142 

為替差損 - 63 

その他 84 53 

営業外費用合計 236 264 

経常利益 6,996 6,742 

税金等調整前当期純利益 6,996 6,742 

法人税、住民税及び事業税 2,178 2,122 

法人税等調整額 78 3 

法人税等合計 2,257 2,125 

当期純利益 4,738 4,617 

非支配株主に帰属する当期純利益 28 16 

親会社株主に帰属する当期純利益 4,709 4,600 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

当期純利益 4,738 4,617 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △292 456 

為替換算調整勘定 △3 △111 

退職給付に係る調整額 △45 151 

その他の包括利益合計 △340 495 

包括利益 4,398 5,113 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 4,369 5,096 

非支配株主に係る包括利益 28 16 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,889 1,166 40,914 △2,574 46,396 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,565   △1,565 

親会社株主に帰属する当期
純利益     4,709   4,709 

自己株式の取得       △800 △800 

自己株式の処分   12   23 36 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － 12 3,144 △776 2,380 

当期末残高 6,889 1,179 44,058 △3,350 48,776 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 

純資産合計 
 

その他有価
証券評価差
額金 

土地再評価
差額金 

為替換算調
整勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 732 958 355 △43 2,003 1 315 48,716 

当期変動額                

剰余金の配当               △1,565 

親会社株主に帰属する当期
純利益               4,709 

自己株式の取得               △800 

自己株式の処分               36 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △292 － △3 △45 △340 △1 28 △313 

当期変動額合計 △292 － △3 △45 △340 △1 28 2,067 

当期末残高 440 958 352 △88 1,662 － 344 50,783 

 

- 9 -

明星工業㈱（1976）2021年３月期　決算短信



当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,889 1,179 44,058 △3,350 48,776 

当期変動額          

剰余金の配当     △1,542   △1,542 

親会社株主に帰属する当期
純利益     4,600   4,600 

自己株式の取得       △0 △0 

自己株式の処分       6 6 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 3,058 5 3,063 

当期末残高 6,889 1,179 47,116 △3,345 51,840 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 純資産合計 

 
その他有価
証券評価差
額金 

土地再評価
差額金 

為替換算調
整勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 440 958 352 △88 1,662 － 344 50,783 

当期変動額                

剰余金の配当               △1,542 

親会社株主に帰属する当期
純利益               4,600 

自己株式の取得               △0 

自己株式の処分               6 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

456 － △111 151 495 － 22 518 

当期変動額合計 456 － △111 151 495 － 22 3,582 

当期末残高 896 958 240 63 2,158 － 366 54,365 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 6,996 6,742 

減価償却費 481 810 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △36 19 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 6 △6 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 18 

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 22 28 

その他の引当金の増減額（△は減少） △55 41 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △13 △7 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △70 △76 

受取利息及び受取配当金 △147 △121 

支払利息 5 4 

為替差損益（△は益） 13 △1 

投資有価証券評価損益（△は益） 4 - 

売上債権の増減額（△は増加） △1,155 788 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △255 △53 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △118 115 

未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,216 435 

仕入債務の増減額（△は減少） 119 △1,792 

その他 △1,350 81 

小計 3,240 7,027 

利息及び配当金の受取額 150 121 

利息の支払額 △5 △4 

法人税等の支払額 △2,469 △1,978 

営業活動によるキャッシュ・フロー 915 5,165 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △550 △307 

定期預金の払戻による収入 763 307 

投資有価証券の取得による支出 △117 △308 

投資有価証券の売却及び償還による収入 100 100 

有形固定資産の取得による支出 △511 △788 

投資事業組合からの分配による収入 223 183 

その他 294 281 

投資活動によるキャッシュ・フロー 200 △532 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 250 800 

長期借入金の返済による支出 △310 △740 

自己株式の取得による支出 △800 △0 

自己株式の処分による収入 6 6 

ストックオプションの行使による収入 29 - 

配当金の支払額 △1,563 △1,541 

非支配株主への配当金の支払額 - △8 

その他 12 13 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,376 △1,469 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △72 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,261 3,090 

現金及び現金同等物の期首残高 20,642 19,381 

現金及び現金同等物の期末残高 19,381 22,471 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

 前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外費用」の「固定資産除却損」は、金額的重要性が

乏しくなったため、当連結会計年度においては「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反

映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「固定資産除却損」に表示していた

20百万円は、「その他」として組み替えております。

 

 

（追加情報）

（会計上の見積り）

 新型コロナウイルス感染症の拡大は、経済活動に広く影響を与える事象であり、当社グループの主要な納入先

である製造企業への生産需要にも波及しております。しかし、それらが当社グループに及ぼす影響や当感染症の

収束時期を合理的に予測することは現時点においては困難であります。そのため、当連結会計年度の末日時点及

び現時点において入手可能な外部情報等を踏まえ、翌連結会計年度（2022年３月期）の一定期間にわたり当感染

症の影響が継続し、収束に向けて段階的に回復していくとの仮定に基づき、完成工事高及び完成工事原価の計

上、固定資産の減損処理、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、断熱工事業を中心とした建設工事事業及びボイラの製造・据付等を行うボイラ事業で構成され

ております。

 したがって、当社グループにおいては「建設工事事業」及び「ボイラ事業」の２つを報告セグメントとしており

ます。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。 

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

        （単位：百万円） 

  建設工事事業 ボイラ事業 計 
調整額 

(注)１、２、３ 
連結財務諸表
計上額(注)４ 

売上高          

外部顧客への売上高 45,475 7,597 53,073 － 53,073 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
78 186 265 (265) － 

計 45,554 7,784 53,339 (265) 53,073 

セグメント利益 5,828 604 6,432 10 6,442 

セグメント資産 40,991 7,447 48,438 17,885 66,324 

その他の項目          

減価償却費 370 40 410 70 481 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
436 66 503 4 507 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

２．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引の調整△280百万円及び全社資産（連結財務諸表提出会社の

余資運用資金（現金預金）、長期投資資金（投資有価証券及び出資金）、本社ビル等）18,165百万円であり

ます。

３．その他の項目の調整額は、全社資産（本社ビル等）に係るものであります。

４．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

        （単位：百万円） 

  建設工事事業 ボイラ事業 計 
調整額 

(注)１、２、３ 
連結財務諸表
計上額(注)４ 

売上高          

外部顧客への売上高 45,518 5,014 50,533 － 50,533 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
95 241 337 (337) － 

計 45,614 5,256 50,870 (337) 50,533 

セグメント利益 6,232 156 6,389 10 6,399 

セグメント資産 39,748 6,319 46,068 22,852 68,920 

その他の項目          

減価償却費 700 40 741 68 810 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
867 34 901 － 901 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

２．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引の調整△197百万円及び全社資産（連結財務諸表提出会社の

余資運用資金（現金預金）、長期投資資金（投資有価証券及び出資金）、本社ビル等）23,050百万円であり

ます。

３．その他の項目の調整額は、全社資産（本社ビル等）に係るものであります。

４．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）
 

  建設工事事業 ボイラ事業 合計

外部顧客への売上高 45,475 7,597 53,073

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）
 

日本 アジア その他 合計

49,145 3,892 35 53,073

（注）売上高は施工地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

連結損益計算書の売上高の10％を占める特定顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

 

 

当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）
 

  建設工事事業 ボイラ事業 合計

外部顧客への売上高 45,518 5,014 50,533

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）
 

日本 アジア その他 合計

47,019 3,511 2 50,533

（注）売上高は施工地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

連結損益計算書の売上高の10％を占める特定顧客への売上高がないため、記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

 前連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

 該当事項はありません。

 

 当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

 該当事項はありません。
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【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

 前連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

 該当事項はありません。

 

 当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

 該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり純資産額 983.89円 1,053.19円

１株当たり当期純利益 91.00円 89.74円

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり当期純利益    

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
4,709 4,600

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益（百万円）
4,709 4,600

普通株式の期中平均株式数（千株） 51,754 51,270

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要

－ －

（注）１．役員向け株式交付信託が保有する当社株式を、「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数から

控除する自己株式に含めております（前連結会計年度152千株、当連結会計年度145千株）。

 また、「１株当たり当期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数

の計算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度155千株、当連結会計年度147千株）。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（開示の省略）

 上記以外の注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略し

ております。

 

 

（受注高、売上高及び受注残高の状況）

 （1）受注高                                     （単位：百万円、％）

区  分
前連結会計年度 当連結会計年度 増   減

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 対前年比

建設工事事業 43,528 91.6 44,366 89.5 838 1.9

ボイラ事業 3,971 8.4 5,214 10.5 1,243 31.3

合  計 47,499 100.0 49,581 100.0 2,082 4.4

 

（2）売上高                                     （単位：百万円、％）

区  分
前連結会計年度 当連結会計年度 増   減

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 対前年比

建設工事事業 45,475 85.7 45,518 90.1 42 0.1

ボイラ事業 7,597 14.3 5,014 9.9 △2,582 △34.0

合  計 53,073 100.0 50,533 100.0 △2,540 △4.8

 

（3）受注残高                                    （単位：百万円、％） 

区  分
前連結会計年度 当連結会計年度 増   減

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 対前年比

建設工事事業 13,348 79.5 12,197 77.0 △1,151 △8.6

ボイラ事業 3,435 20.5 3,634 23.0 199 5.8

合  計 16,783 100.0 15,831 100.0 △951 △5.7

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

４．その他

（１）役員の異動

 役員の異動につきましては、当決算短信と同日に「役員等の異動に関するお知らせ」を開示しております。
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